
　
村
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
で
は
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
国
の
鳥
獣
被

害
防
止
総
合
対
策
事
業
を
活
用
し
、
本
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
実
施
に
つ
い
て
、
左
記
の

「
事
業
概
要
」
ご
確
認
の
う
え
、
設
置
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
農
政
課
林
務
整
備

係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
期
限

　
10
月
30
日
（
金
）

■
注
意
事
項

　
今
回
の
調
査
は
、
要
望
量
を
把
握

す
る
た
め
の
事
前
調
査
で
あ
り
、
事

業
の
実
施
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

令和９ 年度イ ノ シシ等侵入防止柵設置事業要望調査について
〈 問い合わせ〉農政課 林務整備係　 ☎09 67（ 6 7）27 06

　
村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
増
加
に
よ
る
生
活
環
境

へ
の
影
響
を
防
ぎ
、
人
と
猫
が
共
生
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、「
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
益
財
団
法
人 

ど
う
ぶ
つ
基
金
が
実

施
す
る
「
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」
を
活
用
し
、
飼

い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
て
無
料
で
不
妊
去
勢
手
術
を
行
う

も
の
で
す
。

※
た
だ
し
、
飼
い
猫
は
対
象
外
で
す
。

■
「
さ
く
ら
ね
こ
」
と
は

　
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け
た
猫

は
、
手
術
済
み
の
目
印
と
し
て
耳

先
が
桜
の
花
び
ら
の
形
に
カ
ッ
ト

さ
れ
ま
す
。
こ
の
猫
た
ち
を
「
さ

く
ら
ね
こ
」
と
呼
び
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
住
民
課
環
境
定
住
係
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
交
付
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

（
申
請
に
は
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
）

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
猫
へ
の
無
責
任
な
餌
や
り
を
推
奨
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、

適
切
な
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
減

ら
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
交
付
申
請
書
や
対
象
猫
な
ど
、
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

村HP

さ く ら ねこ 無料不妊手術について
〈 問い合わせ〉住民課 環境定住係　 ☎09 67（ 6 7）27 02

設置イ メ ージ

■国庫事業の概要

事業名 鳥獣被害防止総合対策交付金事業

事業主体
村鳥獣被害防止対策協議会が各地区の要望を 取り まと めて、 国に
申請を 行う

内　 容
ワイ ヤーメ ッ シュ 柵の設置に係る 資材を耐用年数の期間無償貸与
※自力施工（ 住民・ 農家参加型）によ る 柵整備に限る
※設置・ 維持管理に係る人件費、 作業道具、 雑費等購入費は地元負担

条　 件

①受益戸数が3 戸以上の計画である こ と
②耐用年数（ 1 4 年間）の間、 農地の耕作を 維持し 、 侵入防止柵の

管理が維持でき る も の
③過去に取り 組んでき た国庫事業の受益地でないこ と

みなみあそ  V o l .2 5 7   2 0 2 6 .811

お
知
ら
せ


